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　わが国では少子高齢化が急速に進行し、厚生労働省統計では４0年後には労働力は 1 / 2 に低下すると予想されている。
　  　
＊ 1   岡崎人事コンサルタント






































































































　予定ライフコースは専業主婦コース 0 人、両立コース17人（56.7％）、再就職コース10人（３３.３％）、DINKS  1 人
（３.３％）、非婚就業 1人（３.３％）、その他 1人（３.３％）であった。予定ライフコースの選択理由を内容分析した結果、1）
制度的理由16人（育児休暇が取れるような企業への就職が難しいなど）、2）経済的理由12人（夫の収入だけでは生活が
厳しい ・子供の教育費のためには働く必要があるなど）、 ３）内発的理由 9人（仕事への意欲など）、 ４）育児優先16人
（夫になる人の忙しさしだいで自分が育児を優先するなど）であった。
2．家族や身近な人からの影響




両立 6人（20％）・再就職16人（5３.３％）・ その他 1人（３.３％）であった。母親の学歴については ・高卒16人（5３.３％）・








































　手続き：Ｒ大学の ３ ・ ４ 年生が受講する心理学部の授業の前後に個別に質問紙を配布し、回収した。また、同大学キャ
リアサポートセンター主催の ３年生向けセミナー終了後の廊下で個別に配布し、回収日を明記し後日回収した。また、
Ｇ大学の ３ ・ ４ 年生に自宅にて記入依頼をし、後日回収した。配布総数は220部で回収は168部であった（回収率76.４％）。






　国立社会保障・人口問題研究所の定義による女性のライフコース 5種類＜ 1．専業主婦コース　 2．両立コース　 ３．
再就職コース　 ４．DINKSコース　 5．非婚就業コース＞をそれぞれの定義と共に示し、理想ライフコース（なりたい





　母親のライフコースを専業主婦コース ・両立コース ・再就職コース ・その他の ４つの中から選択するよう求めた。ま
た、母親自身のライフコース満足度を「 1．とても不満」から「 5．非常に満足」の 5件法で回答を求めた。母親の最
終学歴について差し支えなければ教えて下さいとし、中学卒 ・高校卒 ・専門学校卒 ・短大卒 ・大学卒 ・大学院卒の 6種
類の中から選択することを求めた。
３．離職意志と復職意志
　離職の契機となり得る 6つのライフイベント（結婚 ・出産 ・育児期の夫の転勤 ・夫婦のみの夫の転勤 ・自分の親の介
















　厚生労働省統計 ・総務省統計 ・内閣府男女共同参画局資料 ・文部科学省統計から得た家計に関する問題を 5問作成し、
３択での回答を求めた。問題は、1）大学卒の初任給は 1ヶ月いくらくらいか。15万円 ・ 20万円 ・ ３0万円から選択。2）
大学卒業後 8年間就業し、３0歳以降は専業主婦になった女性の生涯賃金（在職 8年分のみ）はいくらくらいか。1000万
円 ・ ３000万円 ・ 5000万年から選択。 ３）女性が定年まで正社員で働くと、生涯賃金はいくらくらいか。8000万円 ・ 1 億
2000万円 ・ 1 億8000万円から選択。 ４）子供の教育費について、幼稚園～高校（公立）・大学（私立文系）のコースでい
くらくらいかかるか。700万円 ・ 1000万円 ・ 1500万円から選択。5）定年退職後の無職の夫婦の 1ヶ月の生活費はいくら





それぞれに対し「 1．非常に反対」から「 5．非常に賛成」までの 5件法で回答を求めた。
7．父親の家事育児参加度
　父親の家事参加度を測るために、予備調査で使用した西宮市配布の父子手帳に記載されている「夫にやって欲しい家

























第 1因子の 6項目全てと第 2因子 5項目の中から ４項目を採用し、予備調査の回答で得られた「母親に感謝している」
を合わせて11の尺度項目とした。
　将来の母親との関係については予備調査での回答を踏まえ、結婚や育児、介護などについて 6項目を新たに作成した。




の関係について 5項目、将来について ３項目の計11項目を選択した。その他に面接調査の回答を踏まえた ４項目を加え
た。具体的には「結婚するなら父親のような男性がいいと思う」「父は理不尽な叱り方をする」「父は＜男は仕事、女は
家庭＞と考えているようだ」「父とはあまり話をしない」で父のジェンダー度や父娘関係、父への愛着を確認する項目と
































で十分な信頼性が確認された。第 2因子では「 ３年間の育児休暇（ 0歳～ 2歳）を終えて復職したい」「 0歳から保育園
に預けて復職したい」「母として仕事でも頑張っている姿を子供に見せたい」で負荷量が高く、「育児仕事両立志向」因
子と命名された。育児仕事両立志向尺度の信頼性統計量Cronbach のα＝.62で信頼性は確認された。
　なお、同様に本人の家事 ・育児の適性能力に関する ４項目について主因子法で因子を抽出し家事適性因子 2項目、育
児適性因子 2項目に分かれた。
４．家計に関する基礎知識










希望する仕事に就こうと、努力している。 .691 －.011 .0４6 .４80
これからの人生（仕事）を通して、さらに自分自身を伸ばして高めていきたい .678 .３1４ －.08４ .565
人生設計は自分にとって重要な問題なので、真剣に考えている .659 .090 .02４ .４４３
人生（仕事）で難しい問題に直面しても、自分なりに積極的に解決していくつもりだ .6４5 .059 －.075 .４25
大学卒業後は、男性と同等に責任のある仕事を任されるような職業につきたい .5３6 .３４３ －.290 .４89
大学卒業後は、自分の能力や適性を生かした仕事がしたい .３４３ .209 －.0４４ .16３
結婚して夫の収入だけで十分な生活ができたとしても、仕事はしたい .177 .708 －.３9４ .688
結婚しても、夫に経済的に依存しなくて済むようになりたい .125 .666 －.1４6 .４80
一度仕事についたら、定年になるまでキャリアを中断したくない .128 .567 －.1３6 .３56
離職前と同じ業界に再就職してキャリアを積む .187 .４20 －.2３9 .268
大学卒業後は、育休制度や介護制度が充実しているところで仕事をしたい －.08３ .４12 .2４1 .2３5
新しく資格をとって専門的な仕事をする .09３ .３95 .1３6 .18３
出勤せず、在宅のままできる仕事をする －.095 －.060 .55４ .３20
経済的に困らなければ、何もしない －.215 －.４29 .5３1 .512
パートやアルバイトとして働く －.07４ －.218 .４0４ .216
大学卒業後は、昇進できなくてもいいので、転勤がなく、9時 5時で勤務でき
る仕事につきたい
－.４05 －.0３３ .３75 .３06
趣味や好きな活動のサークルなどに参加する .07３ .1４7 .３12 .12４
ボランティアや地域の活動をする .025 －.08３ .277 .08４
大学卒業後は、両親の住む実家から通えるところで仕事をしたい －.217 .111 .270 .1３2
固有値 2.58３ 2.３18 1.570
分散の％ 1３.6 12.2 8.３
累積％ 1３.6 25.8 ３４.1
表 ２ 　育児観についての因子分析（主因子法　バリマックス回転）
質問項目 育児優先 両立志向 h2
小学校低学年までは下校した時家にいてやりたい .826 －.1４2 .700
３ 歳までは自分の手元で育てたい .671 －.199 .４90
中学生になるまでは、子どもの世話を優先したい .5４8 －.056 .３0３
子どもはほしい .４79 .116 .2４３
３ 年間の育児休暇（ 0歳～ 2歳）を終えて復職したい －.016 .725 .526
0 歳から保育園に預けて復職したい －.2３４ .61４ .４３2
母として仕事でも頑張っている姿を子供に見せたい .0３2 .４69 .221
因子寄与 1.72 1.20 2.91
― 79 ―
女子大学生のライフコース選択に及ぼす家族の影響についての研究 


























くれていると感じる .822 .091 .069 －.009 .08３ .122 －.012 －.007 －.122 .07３
今、父親は私の事を信頼してくれ
ていると思う .809 .250 .128 .016 .08３ .07４ －.1３5 －.0３5 －.11４ .18３
父親は、いざという時には何を置い
ても私を助けようとしてくれるだろう .7４5 .1３6 －.11４ －.06４ .0４0 .078 .2４6 .055 .11３ .1３9
父親に感謝している .7４0 .120 －.0４7 .018 －.021 .10４ .067 .18４ .179 .0４0
父とはあまり話をしない －.711 .052 .090 .02４ .059 －.018 －.0３0 －.198 .291 .1３４
幼少期に父親と遊ぶのが楽しかっ
た .689 .027 －.0４2 .３59 －.099 .019 .286 －.015 .192 －.0４0
結婚するなら、父親のような男性
がいいと思う .655 －.0３0 .09３ .1４2 －.115 .019 －.05４ .118 －.196 .051
幼少期に父親と出かけるのがうれ
しかった .6４0 .0３2 －.05３ .３３9 －.029 .001 .３1４ －.05３ .177 .017
幼い頃、私は父親の愛情が薄いと
思ったことがあった －.6３３ －.022 .260 .027 .1３5 .050 .0３３ .018 .02４ .001
最近、父親に理解されていないと
感じることが多い －.620 －.090 .1３5 .067 .171 .05４ .111 －.095 .３77 －.102
父は理不尽な叱り方をすることが
ある －.４95 －.112 .118 －.09３ .00３ －.015 .３07 －.010 .３20 －.108
母親は私の考え方を尊重してくれ
ていると感じる .109 .820 －.076 .0４1 －.01４ .0４1 .1４9 .06４ －.0４9 －.026
母親は私の事を信頼してくれてい
ると思う .071 .805 －.100 .066 －.09４ .06３ .020 －.070 －.071 .080
私が親になったら、母親がしてくれたの
と同じように子どもにしてあげたいと思う .079 .720 －.275 .182 －.220 .085 .2３0 .006 .005 .0４４
母親に理解されていないと感じる
ことが多い .02３ －.715 .2４2 －.006 .2３5 .076 .116 －.109 .02３ －.055
母に感謝している .0４1 .680 －.202 .289 .011 .071 .078 .0３0 .0３6 －.07３
母親の生き方を支持している .1３5 .66４ －.017 .118 －.117 .116 －.081 －.02３ －.0３9 －.080
母親は、いざという時には何を置い
ても私を助けようとしてくれるだろう .061 .597 －.219 .167 .025 .158 .181 .07３ .00４ .0４5
幼い頃いつか母に見捨てられるの
ではないかと思った －.0４2 －.３02 .658 －.190 .091 －.26４ .089 .158 .012 －.08３
幼い頃、私が泣いていても、母親
は関心がなかった －.0４0 －.３1３ .6３0 －.1４2 －.019 .101 －.082 －.20３ .085 .0３7
幼い頃、助けてほしいときに、母親
は助けてくれなかったことがあった －.2３2 －.３9４ .59４ .025 .075 －.0３1 －.190 －.08４ －.0３5 －.1３5
幼い頃、私は母親の愛情が薄いと
思ったことがあった －.0４7 －.256 .586 －.2３7 .1４４ .0３6 .126 .000 .0３5 －.055
幼少期に母親と出かけるのがうれ
しかった .1４４ .４97 －.16４ .68３ －.070 .0３9 .151 .070 －.0３5 .0４5
幼少期に母親と遊ぶのが楽しかっ
た .101 .４３7 －.261 .678 －.071 .001 .116 .010 －.06４ －.00３
幼少期に母親のそばでは安心感が





































自のものである －.129 －.100 －.020 －.010 .656 －.1４9 －.009 －.0４7 －.006 .000
私には、母親とは異なる独立した
考えがあると思う －.028 －.３26 .101 .110 .57３ －.069 －.092 .0３8 .00３ －.0３0
母親の事を一人の人間として客観
的に見ている －.0３0 －.058 －.001 －.082 .572 －.05４ .025 －.020 .176 －.009
母親の考えや期待にとらわれず、
自分の信じたとおりに行動する .022 －.01３ .105 －.057 .４86 －.026 .06４ .1３8 －.0４1 －.052
結婚したとしても、家事の手伝いや経済
的なことで母親からの援助を期待している .1３5 .105 .068 －.01３ －.0４1 .621 .06４ －.087 －.0４1 －.0４6
私に子どもができたら、母親にも
育児に協力してもらいたい .002 .2４2 －.121 .167 －.022 .579 .07４ －.1３0 －.12４ .05４
母親は、私に老後の面倒をみても
らうことを希望している －.012 －.127 －.009 －.020 －.179 .４8３ －.0３３ .1４9 .086 .216
結婚したとしても、できるだけ母
親のそばに住み続けたい .022 .３27 －.111 .087 －.201 .４80 .095 .10３ .0４6 .00３
父親は、私に老後の面倒をみても
らうことを希望している .11４ －.06４ .0４9 －.181 －.05４ .４1４ .102 .2３6 .３16 .102
幼いころ帰宅して母から「お帰りなさ
い」と言ってもらえると嬉しかった .2４2 .４08 －.09３ .201 .128 .079 .5４2 －.009 －.0３2 .180
小学生の頃、帰宅して母が居ない
と寂しかった －.027 .2４2 .050 .16４ －.001 .2３5 .5３３ .011 －.156 .059
母親は私が仕事を通して経済的に
自立することを望んでいる .0３7 .0４9 －.0４8 .11３ .066 .06３ .056 .67３ －.118 .0３４
父親は私が仕事を通して経済的に
自立することを望んでいる .285 .076 －.0３2 －.068 .0４2 －.059 －.076 .607 .081 .090
父は〈男は仕事、女は家庭〉と考
えているようだ －.257 －.058 .0３４ －.0４7 .125 －.007 －.15３ －.062 .615 －.0４9
母親は、私がいつかは結婚して子ど
もを産むことを期待していると思う .16４ .021 －.1３1 .052 －.155 .091 .1４0 .0４6 －.121 .775
父親は、私がいつかは結婚して子ど
もを産むことを期待していると思う .４４5 .006 .001 －.058 .120 .2３0 －.059 .276 .160 .5３5
合計 5.91３ 5.３17 2.202 2.051 1.7３8 1.722 1.298 1.252 1.172 1.162
分散の％ 1４.４ 1３.0 5.４ 5.0 ４.2 ４.2 ３.2 ３.1 2.9 2.8













名された。 2項目間の相関関係は Pearson の相関係数＝.505は 1 ％水準（両側）で有意であった。
　第 8因子に負荷量が高かったのは「母親は私が仕事を通して経済的に自立することを望んでいる」「父親は私が仕事を
通して経済的に自立することを望んでいる」であった。したがって、この因子は「親からの自立期待」因子と命名され







　以上の分析の結果、個人の態度 ・価値観 ・志向性などの内的要因について10尺度（性役割志向性 ・離職意思 ・向上心 ・
経済的自立志向性 ・ワークライフバランス志向 ・経済知識 ・育児優先 ・育児仕事両立志向 ・家事適性 ・育児適性）、家族
関係に関する 8尺度（父娘関係 ・母娘信頼関係 ・幼少期拒否的母娘関係 ・幼少期母愛着 ・母離れ ・両親との相互扶助 ・
お帰りなさい願望 ・親からの自立期待）が新たに構成された。
理想 ・ 予定ライフコース選択
　第 1理想ライフコース選択の学年別単純集計を表 ４に示す。 ３年生 ・ ４ 年生ともに最多は両立コースで、次いで専業
主婦コース、 ３ 位が再就職コースであった。全16３名のうち、DINKS コースは ４ 名（2.5％）、非婚就業コースは 8 名
（４.9％）、その他は 2名（1.2％）であった。選択者数が少ないこれら ３コースを選んだ1４名については、ライフコース別
の分析で削除される恐れがあるため、第 2理想の選択（専業主婦 ・両立 ・再就職）を使うことで再分類した。その結果、
第 2理想が空欄、あるいは第 2理想でも「専業主婦」「両立」「再就職」以外を選択した 8名が除かれ、全155名となっ
た。
表 ４ 　学年と第 １ 理想のクロス表
第 1理想
学年 専業主婦 両立 再就職 DINKS 非婚就業 その他 合計
３ n ３6 ４8 15 1 6 1 107
学年 の％ ３３.6％ ４４.9％ 1４.0％ 0.9％ 5.6％ 0.9％ 100.0％
４ n 1４ 27   9 ３ 2 1   56
学年 の％ 25.0％ ４8.2％ 16.1％ 5.４％ ３.6％ 1.8％ 100.0％
合計 n 50 75 2４ ４ 8 2 16３
















表 ５ 　第 １ 予定ライフコース（除その他）と母親のライフコースのクロス表
母親のライフコース
専業主婦 両立 再就職 合計
第 1予想 専業主婦 n １0 ４ 8 22
（除その他） 第 1予想（除その他） の％ ４6％ 18％ ３6％ 100％
調整済み残差 １.9 －1.2 －0.7
両立 n 17 ２9 １４ 60
第 1 予想（除その他） の％ 28％ ４8％ ２３％ 100％
調整済み残差 0.0 ４.２ －３.9
再就職 n 8 6 ２４ ３8
第 1 予想（除その他） の％ 21％ １6％ 6３％ 100％
調整済み残差 －1.1 －２.0 ２.9
DINKS n 0 1 6 7
第 1 予想（除その他） の％ 0％ 1４％ 86％ 100％
調整済み残差 －1.7 －0.9 2.３
非婚就業 n 9 5 15 29
第 1 予想（除その他） の％ ３1％ 17％ 52％ 100％
調整済み残差 0.４ －1.5 1.1
合計 n ４４ ４5 67 156











N M SD N M SD N M SD N M SD N M SD
専業主婦 専業主婦 17 28.6 5.３8 17 6.1 2.5４ 17 1３.6 1.71 17 1４.４ 2.４7 17 8.４ 1.３7
専業主婦 両立 1４ 26.9 6.92 15 7.7 ４.51 15 12.5 ３.12 1４ 16.３ 1.67 1４ 7.2 2.01
専業主婦 再就職 8 29.３ ３.99 8 7.３ ３.70 8 1３.４ 1.４9 8 16.４ 2.50 8 7.5 1.12
両立 専業主婦 11 2３.8 6.67 11 9.5 ４.05 11 11.8 2.95 11 15.1 2.5４ 11 6.４ 2.50
両立 両立 27 ３0.３ ３.89 28 6.9 2.72 28 12.３ 2.5４ 28 15.３ 2.21 28 8.0 2.22
両立 再就職 ４ ３0.0 ３.67 ４ 8.5 1.12 ４ 1４.0 1.22 ４ 15.３ 2.28 ４ 7.8 1.79
再就職 専業主婦 15 25.３ 6.58 16 8.0 ３.57 16 11.5 ３.77 16 15.４ 2.72 16 7.7 2.17
再就職 両立 ３0 ３0.0 ３.３6 ３0 5.9 2.06 ３0 1３.４ 1.52 ３0 15.４ 2.51 29 7.9 1.67
再就職 再就職 12 28.8 ３.80 12 5.３ 1.16 12 12.7 1.75 12 1３.３ 1.8３ 12 7.1 1.66
分散分析 母親 0.0３ ns ３.３2 * 0.59 ns 1.４４ ns 0.22 ns
理想 ４.58 * 1.1３ ns 1.４３ ns 0.8４ ns 0.18 ns













　判別分析：個人の内的要因に関する10尺度（性役割志向性 ・離職意思 ・向上心 ・経済的自立志向性 ・ワークライフバ
ランス志向 ・経済知識 ・育児優先 ・育児仕事両立志向 ・家事適性 ・育児適性）がライフコース選択に与える影響を検討
するために判別分析を行った。基準変数となるライフコース選択はDINKS、非婚就業、その他を選択した者が合計1４名
（8.6％）と少数であったため、専業主婦、両立、再就職の ３つの理想ライフコースとした。その結果、 ３群を判別する









表 ７ 　第 １ 理想とするライフコース選択別の尺度得点平均
第 1理想ライフコース
専業主婦 両立 再就職 合計
N M SD N M SD N M SD N M SD
離職意志 ４8 20.8 2.４6 7４ 17.４ ３.３7 2４ 19.7 2.2４ 1４6 18.9 ３.３0
経済的自立志向 ４6 17.４ ３.58 75 22.9 2.71 2４ 21.0 2.22 1４5 20.8 ３.81
向上心 50 21.5 2.86 75 2３.３ ３.72 2３ 21.5 ３.1３ 1４8 22.４ ３.４6
ワークライフバランス型 ４8 25.0 2.97 75 21.３ ３.77 2４ 22.9 2.81 1４7 22.8 ３.76
ISRO ４9 ４３.４ 6.71 71 ３5.３ 6.09 2４ ３8.３ ４.59 1４４ ３8.6 7.07
経済知識 50 2.1 1.12 75 2.３ 1.21 2３ 2.5 1.３1 1４8 2.2 1.20
育児優先 50 16.３ 2.61 7３ 1４.8 2.1３ 2４ 15.8 1.88 1４7 15.5 2.３5
育児仕事両立志向 ４9 7.1 1.70 7４ 10.2 1.7４ 2４ 8.8 1.88 1４7 8.9 2.21
家事適性 50 5.1 1.62 75 ４.5 1.70 2４ ４.6 1.４7 1４9 ４.7 1.65
育児適性 50 6.2 1.76 75 6.３ 1.69 2４ 6.8 1.67 1４9 6.４ 1.71
父娘関係 ４8 ４0.9 9.10 72 ４0.7 9.22 2４ ３8.0 10.7３ 1４４ ４0.３ 9.４３
母娘信頼関係 ４7 26.３ 6.３３ 72 29.４ ４.75 2４ 29.2 ３.95 1４３ 28.３ 5.３7
幼少期拒否的母娘関係 ４8 7.6 ３.5４ 7３ 6.6 ３.06 2４ 6.5 2.72 1４5 6.9 ３.19
幼少期母愛着 ４8 12.5 ３.0３ 7４ 12.8 2.３9 2４ 1３.1 1.70 1４6 12.8 2.52
母離れ ４8 1４.9 2.58 7３ 15.5 2.29 2４ 1４.6 2.6３ 1４5 15.2 2.４6
両親との相互扶助 ４8 15.0 ３.３6 70 15.5 ３.50 2４ 15.0 ４.09 1４2 15.2 ３.5４
お帰りなさい願望 ４8 7.6 2.15 7４ 7.8 2.01 2４ 7.３ 1.5４ 1４6 7.6 1.98
親からの自立期待 ４8 7.1 1.5４ 71 7.9 1.52 2４ 8.2 1.58 1４３ 7.7 1.58







尺度 Source SS df MS F 多重比較　p<.05
離職意志 ライフコース選択 ３55.7４ 2 177.87 20.7４ ** 専業主婦＞両立
誤差 1226.51 1４３ 8.58 再就職＞両立
全体 1582.25 1４5
経済的自立志向 ライフコース選択 85３.３2 2 ４26.66 ４9.18 ** 両立＞再就職＞専業主婦
誤差 12３2.0３ 1４2 8.68
全体 2085.３5 1４４
向上心 ライフコース選択 118.08 2 59.0４ 5.21 ** 両立＞専業主婦
誤差 16４2.11 1４5 11.３３
全体 1760.18 1４7
ワークライフバランス志向 ライフコース選択 ４16.19 2 208.09 18.15 ** 専業主婦＞両立
誤差 1651.00 1４４ 11.４7 専業主婦＞再就職
全体 2067.18 1４6
ISRO ライフコース選択 1909.86 2 95４.9３ 25.71 ** 専業主婦＞両立
誤差 52３6.97 1４1 ３7.1４ 専業主婦＞再就職
全体 71４6.8３ 1４３
育児優先 ライフコース選択 68.51 2 ３４.25 6.66 ** 専業主婦＞両立
誤差 7４0.2４ 1４４ 5.1４
全体 808.75 1４6
育児仕事両立志向 ライフコース選択 271.52 2 1３5.76 ４４.４３ ** 両立＞再就職＞専業主婦
誤差 ４４0.05 1４４ ３.06
全体 711.57 1４6
母娘信頼関係 ライフコース選択 289.51 2 1４４.76 5.３2 ** 両立＞専業主婦
誤差 ３808.0４ 1４0 27.20
全体 ４097.55 1４2
親からの自立期待 ライフコース選択 26.97 2 1３.４8 5.7３ ** 両立＞専業主婦

















理想コース n M SD
関数 1 専業主婦 ４2 －1.769 1.16４
両立 67 1.058 0.901
再就職 22 0.15４ 0.9４9
DINKS ４ －0.2４5 0.71４
非婚就業 6 0.125 0.687
その他 2 1.8３9 0.655
合計 1４３ 0.02４ 1.562
関数 2 専業主婦 ４2 －0.11４ 1.06３
両立 67 －0.152 0.969
再就職 22 0.679 0.967
DINKS ４ －1.３３5 1.３02
非婚就業 6 －1.210 1.218
その他 2 0.11４ 1.8４３







家族関係に関する 8尺度（父娘関係 ・母娘信頼関係 ・幼少期拒否的母娘関係 ・幼少期母愛着 ・母離れ ・両親との相互扶











説明変数 標準化β t 標準化β t 標準化β t
父娘関係 －0.056 －0.6３1 －0.167 －1.8４7 † 0.1４7 1.57３
母娘信頼関係 0.2４5 2.207 * 0.150 1.３55 －0.181 －1.5４9
幼少期拒否的母娘関係 0.116 1.1４1 0.1４1 1.３95 0.07４ 0.696
幼少期母愛着 －0.218 －2.109 * 0.15４ 1.４86 0.15４ 1.４15
母離れ 0.1３6 1.570 0.18３ 2.1３0 * －0.27４ －３.0４7 **
両親との相互扶助 0.105 1.2３8 0.191 2.2４5 * －0.015 －0.168
お帰りなさい願望 0.07３ 0.799 0.022 0.2３9 －0.068 －0.705
親からの自立期待 0.３16 ３.7４0 ** 0.229 2.718 ** －0.085 －0.968
父家事参加 0.08４ 0.952 0.175 1.96４ † 0.059 0.6３8
R 0.４４7 ** 0.４３４ ** 0.３72 *
R2 0.200 0.188 0.1３8








説明変数 標準化β t 標準化β t 標準化β t
父娘関係 0.01４ 0.15３ 0.062 0.669 －0.125 －1.３10
母娘信頼関係 －0.176 －1.612 0.0３7 0.３2４ 0.209 1.805 †
幼少期拒否的母娘関係 0.17３ 1.7４8 † －0.0３9 －0.３77 0.100 0.9４４
幼少期母愛着 0.229 2.217 * －0.0３2 －0.３01 －0.092 －0.8４４
母離れ －0.2４３ －2.858 ** 0.28３ ３.167 ** 0.260 2.92３ **
両親との相互扶助 0.259 ３.085 ** －0.051 －0.577 0.07４ 0.8３8
お帰りなさい願望 0.1３8 1.529 0.198 2.099 * 0.0３1 0.３27
親からの自立期待 －0.079 －0.9４2 0.062 0.711 0.３４8 ３.992 **
父家事参加 －0.077 －0.880 0.00３ 0.029 0.128 1.３61
R 0.４60 ** 0.３62 * 0.４76 **
R2 0.212 0.1３1 0.226















母離れ ・両親との相互扶助 ・お帰りなさい願望 ・親からの自立期待 ・父の性役割観 ・親からの結婚期待）を抽出し信頼



























































婦 ・両立 ・再就職を判別する 2軸のうち、両立と専業主婦を分ける第 1軸を判別できたが、第 2軸は有意とはならなかっ
た。有意となる第 2軸を得られれば、再就職といういったん離職する要因について、さらに分析ができるであろう。
　今回の調査対象者のライフコース選択の順位は、理想ライフコース、予定ライフコースともに、 1位は両立コースで
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